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1．データ爆発の時代
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利用できる様々なデータ
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出典: 日経BPビッグデータ総覧2014-2015
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外部データの種類
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出典: 日経BPビッグデータ総覧2014-2015



Open Corporates Japan
Tomihiko Azuma

オープンデータとは

▐ 誰でも自由に使える公的なデータのこと
� 公的機関が保有するデータを公開し、民間で再利用しようという世界的な

運動(広義)

� 最低限のコスト負担で、誰でも自由に利用できる形式で入手でき、利用者
や目的を全く制限されることなく、再配布や譲渡、変更や派生を自由に行う
ことができるデータ(狭義)

▐ 目的
①政府の透明化、②公共サービス向上、③経済活性化

▐ データ利活用環境の急速な整備
� 米国、Data.gov(2009年～)、194,495種類のデータセット

� 英国、Data.gov.uk(2009年～)、27,383種類のデータセット

� 民間企業もデータ流通に貢献(Public Data Sets on AWSなど)

▐ 経済効果への期待
� G20、5年間で13兆ドル(※1)

� Open Data 500(米、NY大)、500以上の企業が活用

� Open Data Business: UK Study(英、ODI)、400以上の企業が活用
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(※1) “Open for Business: How Open Data Can Help Achieve the G20 Growth Target”, 2014/6, A Lateral 
Economics, http://www.omidyar.com/sites/default/files/file_archive/insights/ON%20Report_061114_FNL.pdf
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Ｇ８ロック・アーン・サミット(2013年6月)

▐ Ｇ８首脳コミュニケにオープンデータ憲章への合意を明記

� G8としてオープンデータ憲章を定め、各国が合意したこと

� 遅くとも2015年末までにオープンデータ憲章及びその技術的な別添を実施す

ること

� 上記実施に向け国別行動計画を本年末までに策定し、2014年の次回会合に

おいて進ちょくをレビューすること

� 国際的な土地取引や天然資源採取に関する透明性確保のためにオープン

データが重要であること

� 援助透明性に関する釜山共通基準を2015年までに実施し、開発援助について

も説明責任を果たすこと

▐ オープンデータ憲章に合意

� 原則としてデータを公開

� 高品質なデータをタイムリーに提供

� できるだけ多くのデータを、できるだけ多様でオープンな形式で公開

� ガバナンス改善のためにデータや基準、プロセスに関する透明性を確保

� データ公開によって次世代イノベーターを育成
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Ｇ８ロック・アーン・サミット(続)
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データカテゴリ データセットの例

法人 商業・法人登記簿

犯罪と司法 犯罪統計、安全

地球観測 気象観測、農業、林業、漁業、狩猟

教育 学校一覧、学校の業績、デジタルスキル

エネルギーと環境 公害レベル、エネルギー消費

財政と契約 商取引、請負契約、入札募集、将来の入札、地方予算、国家予算(計画と実績)

地理空間 地形、郵便番号、全国地図、地域地図

世界的な開発 援助、食の安全保障、天然資源採掘、土地取引

政府の説明責任と民主主義 政府の連絡先、選挙結果、法律・法規、給与(賃金水準)、接待/贈与

健康 処方箋データ、実績データ

科学と研究 ゲノムデータ、研究教育活動、実験結果

統計 全国統計、国勢調査、社会基盤、財産、スキル

社会的流動性と福祉 住居、健康保険と失業給付

輸送と社会基盤 公共交通機関の時刻表、アクセスポイント、ブロードバンドの普及度

出典: Action 2: Release of high value data(Technical annex)を翻訳

Ｇ８が合意した公開すべき『価値の高い』データ
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2．データドリブンシティの出現
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デトロイト：180億ドルの負債を抱えて破産

http://www.nytimes.com/2013/07/19/us/detroit-files-for-bankruptcy.html?_r=0
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デトロイト：データドリブン市政で再生を加速
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▐ 再び破産しないために

� 2013年6月に180億ドルという巨額な負債を抱えて破産、1年6ヶ月で

再生

� 市はより一層の飛躍を目指し、オープンデータポータルである

Detroit Open Dataを立ち上げた

▐ データドリブンな市政へ

� オープンデータによって予算や支出の透明性が向上し、行政の効率

化やパフォーマンスの向上が可能に

� Socrata財団が支援、世界的なオープンデータポータルのリーディン

グカンパニーSocrataが2015年2月に設立した財団

� 財団はデトロイトに対して、オープンデータポータル、パフォーマンス

ダッシュボード、財務データ可視化アプリを3年間無償で提供、技術

支援も行う
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ニューヨーク：市民がデータを作る
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1,317のオフィシャル
データセット

5,145の市民作成の

データセット

出所： https://nycopendata.socrata.com/
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ニューヨーク：市民が情報サービスを担う
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順位 カテゴリ

全データ

セット数

公式データ

セット数

市民が作成した

データセット数

1
社会サービス

1,665 98 1,567

2
市役所

828 303 525

3
住宅・開発

311 162 149

4
教育

293 195 98

5
輸送

277 94 183

6
公衆安全

174 145 29

7 BigApps (*1) 141 56 85

8
環境

134 74 60

9
ビジネス

114 49 65

10
レクリエーション

98 72 26

11
健康

78 26 52

4,113 1,274 2,839
合計

(*1)BigApps: 
ニューヨーク市が開催するアプリケーションコンテスト

     

NYC BigApps 
に関係するデータセット

順位 データタイプ

全データ

セット数

公式データ

セット数

市民が作成した

データセット数

1
フィルタービュー

2,271 21 2,250

2
データセット

911 897 14

3
地図

565 137 428

4
グラフ

183 0 183

5
外部リンク

158 158 0

6
ファイル・文書

72 72 0

7
カレンダー

0 0 0

8
フォーム

0 0 0

4,160 1,285 2,875
合計

カテゴリ別 データタイプ別

社会サービスに関するデータセットとしては、緊急時以外の行政
への通報番号として米国で広く利用されている311への通報記
録、ボランティア募集に関するデータ、ホームレスが立ち寄るこ
とができるドロップインセンターの設置場所などがある。1,665種
類と全体の約4割を占め、そのほとんどを市民が作成。

データセットの中から特定の条件を満足するデータだけ
を選択して見るためのフィルタービューについては、そ
のほとんどを市民が作成

出所： https://nycopendata.socrata.com/ (2014/11)
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ロサンゼルス：地理空間情報プラットフォーム

GeoHubはロサンゼルスがオープンデータとして公開している地理空間情報を集めたポータル。市
民や市の職員が500種類以上のデータを地図上で見ることが可能。GeoHubはStreet Wizeや
Vision Zeroなどの公的サービスで利用できるだけでなく、民間企業も自由に利用できる
Government-as-a-Platform(GaaP)

http://geohub.lacity.org/
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ロサンゼルス：公共工事プロジェクトを最適化

Street Wizeは、誰でも地図上で位置と半径を指定して、道路の再舗装、下水管の取り替えなど公
共工事に関する情報を簡単に調べることができる。再舗装した後で下水管を取り替えるなどの非
効率なことが起こらないよう、各部署の職員はこのツールを見ながらプロジェクトのスケジュール
を調整する。

http://laways.s3-website-us-west-1.amazonaws.com/
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ロサンゼルス：データドリブン型Vision Zero

Vision Zeroは1997年スウェーデンで始まった「交通事故による死者・重傷者ゼロ」を目指す運動。
これまでは、ラウンドアバウトの設置やスピードカメラの設置など。ロサンゼルスはデータドリブン
アプローチを採用して、High Injury Networkを特定し可視化。6%の交差点で全体の65%の交通事
故が発生することを把握し集中的に対応

http://ladot.maps.arcgis.com/apps/MapSeries/index.html?appid=a1a29f541d0d48e39505207f68e6cbc0
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CityScoreはボストン市の主要サービスの活動状況(一種のバイタルサイン)を、ほぼリアルタイム
で公開。救急医療などサービスが良くなっているのか、悪くなっているのかを正規化してスコア表
示。日次、週次、月次、四半期ごとの状態が一目でわかる

http://www.cityofboston.gov/cityscore/

ボストン：都市のバイタルサイン
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22nd ITS World Congress(2015/10, ボルドー)でMobility-as-a-Service initiativeを設立。人や貨物
を輸送の中心に置き、移動が最適になるようあらゆる交通手段を組み合わせてパッケージ化し、
利用者はパッケージチケットを購入。フィンランド政府が推進、2016年にIntelligent Transport 
Systems Finland(非営利団体)がヘルシンキで実験プロジェクトを開始予定

ヘルシンキ：Mobility-as-a-Service(MaaS)

https://www.youtube.com/watch?v=ZQieTU7_5xo&feature=youtu.be
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Cityzenithは都市に関するあらゆる情報を集約した3Dリアルタイム・シミュレーターに、時間の変
化(4D)とデータ(5D)を追加した都市情報管理システム。地下構造物（地下鉄、水道、電気、ガスな
ど)の監視と維持、スタジアムへの交通アクセス・シミュレーション、ビルの省エネ対策と温室効果
ガス抑制などに活用。シカゴ、アムステルダム、バルセロナ、サンフランシスコ、ロンドン、ワシント
ンD.C.、シンガポール、ドバイ、メキシコシティ、トロントなどが採用

先端スマートシティ：5次元で都市情報を管理

http://www.cityzenith.com/
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3．ビジネス活用の進展
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Yelp：飲食店ガイドに保健衛生検査結果を表示

Yelpは、サンフランシスコ市が飲食店に対して実施した保健衛生検査の結果を、Health 
scoreとして100点満点で表示。スコアをクリックすると直近の保健衛生検査において違反
があった項目を具体的に知ることができる。過去の保健衛生検査における評価得点、違
反項目数、違反内容についてもさかのぼって調べることが可能。Yelpはサンフランシスコ
市およびニューヨーク市と共同でLocal Inspector Value-Entry Specification (LIVES) とい
う標準仕様を開発。ルイスビル市やロサンゼルス郡などでもLIVESを利用した保健衛生検
査結果の提供を開始

• 食品の保存温度が適切でなく高い
リスクがある

• 害虫が発生するリスクがある
• 食料品が接触する表面が清潔でな

く消毒されていない
• 床や天井が清潔でなく劣化している

http://www.yelp.com/
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MRIS: 不動産高度情報サービス

MRIS(Metropolitan Regional Information Systems)は、不動産売買物件情報を提供
する米最大規模のMLS(Multiple Listing Services)で、公的機関などからさまざまな情
報を収集して不動産業者に提供。現在の登録物件数は5万6千件、1日当たりの平均売
買高9,260万ドル、年間売買高は338億ドル(2011年実績)。現在は25の不動産協会、
そのメンバーである5万もの不動産業者と契約。収入は初期登録料295ドル、四半期ご
との利用料165～258ドル、年間推定売上高は約5000万ドル超。

教育 収入

http://www.mris.com/

犯罪 環境
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PredPol：犯罪予測と犯罪の未然防止

PredPolは、地震の余震予測と同様のモデルによって犯罪予測精度を2倍以上改善。
犯罪が発生しそうなエリアを一辺500フィートの赤いボックスで表示し、発生する可能
性のある犯罪の種類を予測。警察は警察官を赤いボックスに配置し、犯罪の発生を
未然に防ぐ。FBIが開発したThe National Data Exchange (N-DEx) という巨大なデータ
ウェアハウスを利用。N-DExには事件、逮捕、公判前手続き、判決などに関するあら
ゆる記録が集められ、犯罪に関与した人や場所などによってデータが相互にリンク。
米18,000の法執行機関のうち、23%にあたる約4,200の組織がN-DExにデータを提供。
販売価格は警察の規模によって異なり、年間25,000ドルから250,000ドル。

http://www.predpol.com/
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Premise：世界中のインフレ指数と食料不足を監視

Premiseは、 129万点にも上る日用品の販売価格、希望小売価格、値引き、在庫量、
品質などのデータを、20000件のオンラインストアおよび12000件の実店舗から収集。
インフレ指数の監視や食料不足の発生を察知するサービスを開発。市場で売られて
いるトマトやシャンプー、衣料品といった200〜250種類の価格などを組み合わせ、カテ
ゴリごとに重み付けをし、国ごとに異なる独自のアルゴリズムで分析。実店舗のデータ
はコントリビューターがスマホで写真を撮り、価格、場所、市場や食料品店名、日付と
時間などをPremiseのサーバーに送信。対象国は途上国を中心に20ヶ国

https://data.premise.com/indicators/argentina# (2014/12)http://www.premise.com/ (2014/12)
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The Climate Corporation：農家向け収入保障保険

The Climate Corporationは、 国立気象サービスがリアルタイムに提供する地域ごとの
気象データや、農務省が提供する過去60年の収穫量データ、2.5平方マイル単位で取
得した14テラバイトにも及ぶ土壌情報などを活用して、地域や作物ごとの収穫被害発
生確率を独自技術で予測し、保険料を定める農家及び農作物専門のインターネット保
険Total Weather Insuranceを開発。2013年10月2日、多国籍バイオ化学メーカー、モン
サントが9億3千万ドルでThe Climate Corporationを買収、Climate Basic およびClimate 
Pro という農家向け意思決定支援サービスを開始

250万ヶ所からの
気象測定データと

日々の気象予報データ

1,500億ヶ所の
土壌観察データ

10兆の気象シミュ
レーションポイント

顧客ごとの

リスク分析と

支払条件決定

カスタマイズさ

れた保険商品

気象

データ

収穫量

データ

土壌

データ

各種

センサー

気象・土壌・

生育段階

データの監視

保険金を

自動的に支払
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WellBiome：個人ごとに最適な栄養指導

WellBiomeは、腸内バクテリアのDNAを分析することで、個人ごとに最適化された栄養
アドバイスを提供。腸内バクテリアは100種類以上、個体数は100兆に上り、指紋のよう
に個人ごとに異なる。腸内バクテリアは食物からエネルギーを取り出すために重要な
役割を果たし、免疫機能に関しても大きな影響を与える。WellBiomeはバクテリアの遺
伝子情報を、100種類にも上る最新の科学研究成果と臨床試験のデータをもとに独自
開発したアルゴリズムで分析。検査用キットは129ユーロ、分析には2週間程度が必要。

https://wellbiome.com/
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Open Data 500(米国)
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出所：http://www.opendata500.com/ (2015/6)

オープンデータビジネス
526社
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オーストラリア、メキシコ、イタリア、韓国でも
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出所：http://www.opendata500.com/ (2015/6)
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Open Business UK(英国)
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出所：https://docs.google.com/spreadsheets/d/1O3rMngsb3kLGK4lF3UBuyga9mwg8A9CbLprB5FyyCYE/edit#gid=0 (2015/6) 

オープンデータビジネス
406社
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Zaim：もらえる可能性のある給付金を表示

日本で最大級のオンライン家計簿サービスであるZaimは、住んでいる地域や家族構成、
家計簿の記録から「あなたがもらえる可能性がある給付金や手当・控除」を教えてくれ
る「わたしの給付金」というサービスを開始。2015年8月28日には全国1,718の地方自治
体分を追加したフルサポート版を提供。基本機能は無料。月額300円のプレミアムサー
ビス会員になると、プロフィール情報をもとにして可能性のある給付金だけを自動抽出。

https://auth.zaim.net/benefits
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ウェルモ：利用者の希望に合う介護事業所検索

ウェルモのミルモタブレットは、介護支援専門員（ケアマネジャー）向けの介護事業所検
索サービス。ケアマネージャーは120項目以上の検索条件を指定して、要介護者や家
族の希望に沿ったきめ細かな事業所選択が可能。ウェルモは福祉医療機構のWAM 
NET(Welfare And Medical Service NETwork System；ワムネット)からクローラーでデー
タを収集、独自に入手した180種類のデータと合わせて活用。従来3日間かかっていた
事業所探しを、わずか30分に短縮。

http://www.welmo.co.jp/http://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/kaigo/service/
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4．データドリブン社会
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データが結び付ける社会
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行政の仕事

市民の役割企業の役割

データを公開して
交わる部分を

創る

交わる部分に
データを生かす
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http://www.opencorporates.jp/
info@opencorporates.jp


